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２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
は
、

誰
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い

日
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
の
日
か
ら
６
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
震

災
の
記
憶
に
風
化
の
兆
し
が
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。
故

郷
に
帰
る
見
通
し
が
た
た
ず
、

愛
媛
に
避
難
し
つ
づ
け
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と

い
う
の
に
。
私
た
ち
が
、
こ
の

映
画
会
を
企
画
し
た
の
は
、
震

災
を
風
化
さ
せ
た
く
な
い
、
そ

し
て
、
避
難
者
の
今
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
切
な
る
思
い
か

ら
で
す
。

「
太
陽
の
蓋
」
は
、
事
故
当

日
以
降
の
官
邸
内
の
動
き
を
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
忠
実

に
再
現
し
た
も
の
で
す
。
関
係

者
の
証
言
を
も
と
に
、
見
ご
た

え
の
あ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
愛
媛
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
々
か
ら
避
難
生
活
の

実
情
を
お
聞
き
す
る
時
間
も
設

け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
昨
年
８
月
以

降
、
伊
方
原
発
が
稼
働
し
て
い

ま
す
。
原
発
は
、
ひ
と
た
び
事

故
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
地
域
だ

け
で
な
く
、
世
界
中
を
巻
き
込

む
大
惨
事
に
な
り
ま
す
。
自
身

の
不
動
産
や
生
活
を
捨
て
て
避

難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
事
故
は
、
す
べ
て
を
狂
わ
せ

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん

に
、
こ
の
映
画
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
避
難
者
の
方
々
の

話
に
、
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

映
画
「
太
陽
の
蓋
」

み
な
さ
ん
に
、
ど
う
し
て
も
観
て
ほ
し
い
！

第１０回口頭弁論日程のお知らせと傍聴のおねがい

日時 ３月７日（火）14：30開廷 場所 松山地方裁判所

※14時前までには地裁ロビーにお集まりください。裁判終了後、愛媛弁護士会館で報告集会を行います。

福
島
原
発
事
故
避
難
者
裁
判
を
支
え
る
会
・
え
ひ
め

事
務
局
長

田
渕

紀
子

日時 ３月１８日（土）
10:00～12:10 １回目上映

12:10～12:25 避難者の方のお話

13:00～13:50 第１回総会

14:00～16:10 ２回目上映

16:10～16:25 避難者の方のお話

会場 コムズ5Ｆ大会議室

料金 1,000円（大学生以上）

極度の緊張と
切迫したあの時を劇
にしてくれたのがうれしい。本当に日本は崩壊寸前だったのに、どこかで誰かがぎりぎり歯止めをかけた様子が具体的だ。私にとってまた力強い味方が一つ増えたような思いがする。

私の映画と併せて観て欲しい。弁護士・映画監督｜河合弘之

「支える会」会費納入・カンパをお願いします！ 年会費1,000円

振込先） ゆうちょ銀行口座記号番号16100-25698151口座名義 福島原発事故避難者裁判を支える会・えひめ

日時 ３月１８日（土） ※映画会当日同会場

13:00～13:50

会場 コムズ5Ｆ大会議室

議事 ①野垣康之弁護士より、これまでの裁判の経過報告

②原告団からの報告（渡部寛志原告代表ほか）

③活動報告、会計報告(事務局から)

④支える会のこれから

第１回総会のご案内

映画会のご案内

※裏面にも、映画の感想を掲載しています。



映画の感想・コメント（１面つづき）

国家をゆさぶる原発大惨事を迎えた時、政府も東電も真実の情報を流さず、 国民をあざむいたリアリティーとアクチュアリティーを見事に描き出した歴史的啓蒙映画だ。必見である!!フォトジャーナリスト |
樋口健二

じわじわくる怖さだ。

けれど、この怖さを、わ

たしたちはいつの間にか

受け入れている。そこが

もっと恐ろしい。

作家｜室井佑月

日本滅亡の危機だった。

背筋が寒くなるほどゾッとさ

せられる。 3・11福島原発大惨

事の荘厳なドラマの再現。官邸

内部と福島原発内の凍り付くよ

うな恐怖。 再稼働は、地獄への

道の突進だ、とよく判る映画だ。

ルポライター｜鎌田 慧

2013年

10月12日 訴訟準備会設立

2014年

3月10日 松山地裁へ提訴（第１次訴訟－6世帯12人の原告）

2015年

1月13日 第1回口頭弁論

3月14日 避難者裁判報告会

17日 第2回口頭弁論傍聴、支える会発足

22日 ニュース№1発行

4月10日 第２次訴訟－（4世帯13人が加わる）

5月10日 ニュース№2発行

6月16日 第3回口頭弁論傍聴、報告集会

8月20日 ニュース№3発行

9月 1日 第4回口頭弁論傍聴、報告集会

12月10日 第5回口頭弁論傍聴、報告集会

2016年

2月 1日 ホームページ開設、ニュース№4発行

7日 映画「日本と原発」上映会

3月 1日 第6回口頭弁論傍聴、報告集会

11日 書籍「人の痛み この震災を転換点に：東日本大

震災から五年、愛媛に避難した私たちの声」刊行

20日 石手寺縁日、復興支援もちつき大会

6月 7日 第7回口頭弁論傍聴、報告集会

8月30日 ニュース№5発行

9月 6日 第8回口頭弁論傍聴、報告集会

10日 「東北・四国 心行き交う盆踊り大会」（石手寺）

24日 盆踊り大会後の交流会

12月 1日 ニュース№6発行

7日 第9回口頭弁論傍聴、報告集会

2017年

1月16日 新年会（被災者9人支援者10人参加）

2月24日 ニュース№７発行

日本壊滅の可能性まであった原発事故。地震の直後に「旧ソ連製と違い日本の原発が簡単に壊れるわけがない」と、したり顔で語っていた政治家や文化人を思い出しました。 熊本地震の惨状もどこ吹く風、原発再稼働の方針を頑として変えない政権には、一刻も早く退場してもらいたいものです。あのとき悪戦苦闘した当事者たちは、今から見るとそんなに悪くなかったと思います。ライター｜沢宮亘理

福島第一原発で核燃料

がメルトダウンし、東京

まで深刻な汚染が広まる

という危険性を、日本人だ

けが知らなかったのだとわ

かった、慄然とした。

ジャーナリスト｜

田原総一朗

主催:伊方原発をとめる会

●３月１１日（土）13:30～16:00 講演 16:30～デモ

●「コムズ」５Ｆ大会議室

東日本震災犠牲者追悼と被曝等困難への共感共生の祈り

●３月１１日（土）14:30～ ●石手寺
●黙祷 被災者スピーチ 水軍太鼓 被災者交流会


